
広報広報広報

2016

１
№564

平成28年多良木町成人式



新年のごあいさつ

多良木町長

松 本　照 彦
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Taragi Town Topics

　

11
月
23
日
に
湯
前
町
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
約
１
５
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
は
多
良
木
、
湯
前
、
水
上

の
３
町
村
と
上
球
磨
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
が
主
催
。
公
立
多
良
木
病

院
の
緩
和
ケ
ア
認
定
看
護
師
で
講
師

の
渕
田
ル
ミ
さ
ん
は
「
治
す
だ
け
で

な
く
、
ど
こ
で
人
生
の
最
後
を
迎
え

た
い
か
な
ど
今
の
う
ち
か
ら
家
族
や

大
切
な
人
と
話
し
合
う
こ
と
が
大

事
」
と
参
加
者
に
訴
え
、
参
加
者
は

「
自
分
も
人
生
の
最
後
の
準
備
を
し

た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

「看取り」についての講演会
　

11
月
24
日
、
多
良
木
高
校
野
球
部

32
人
が
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク
宇
宙
ラ

ン
ド
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　

朝
か
ら
の
作
業
に
も
か
か
わ
ら
ず

て
き
ぱ
き
と
敷
地
内
に
積
も
っ
た
落

ち
葉
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
12
月
18
日
に
も
同
施
設
の

清
掃
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
多
良

木
高
校
野
球
部
が
地
域
貢
献
活
動
の

一
環
と
し
て
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
集
め
た
落
ち
葉
は
軽
ト
ラ
ッ
ク

の
荷
台
に
乗
り
き
ら
な
い
ほ
ど
で
、

清
掃
後
は
見
違
え
る
よ
う
に
き
れ
い

に
な
り
ま
し
た
。

　

多
良
木
高
校
野
球
部
の
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

多良木高校野球部が清掃活動

　

12
月
４
日
に
、
多
良
木
町
林
業
研

究
ク
ラ
ブ
の
方
々
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
多
良
木
地
区

の
林
道
大
谷
線
（
起
点
か
ら
約
２
０

０
ｍ
）
の
車
の
通
行
に
支
障
が
あ
る

雑
木
な
ど
の
伐
採
が
行
わ
れ
、
伐
採

木
の
中
に
は
直
径
30
㎝
を
超
え
る
立

木
も
あ
り
ま
し
た
が
、
普
段
、
森
林

組
合
の
作
業
班
で
仕
事
を
さ
れ
て
い

る
方
々
で
す
の
で
、
手
際
よ
く
伐
採

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

作
業
終
了
後
は
、
路
上
に
か
か
る

木
な
ど
が
な
く
な
り
、
林
道
自
体
が

明
る
く
、
安
全
に
走
行
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

林道を安全に！林研クラブによるボランティア
　

12
月
３
日
、
多
良
木
町
役
場
応
接

室
に
お
い
て
、
多
良
木
町
ゴ
ル
フ
協

会
（
丸
目
征
弘
会
長
）
か
ら
多
良
木

中
学
校
へ
５
万
円
分
の
図
書
カ
ー
ド

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
11
月
に
開
催
さ
れ
た
町

民
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
に
参

加
さ
れ
た
方
々
の
善
意
に
よ
る
募
金

か
ら
購
入
さ
れ
た
も
の
で
、
図
書
カ

ー
ド
を
受
け
取
っ
た
栃
原
校
長
は

「
生
徒
の
た
め
に
あ
り
が
た
く
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
お
礼
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

「教育に役立ててください」図書カードを寄付
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12
月
13
日
、
多
良
木
学
園
で
毎
年

恒
例
の
餅
つ
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
慣
れ
な
い
杵
を
振
り

お
ろ
し
な
が
ら
、
も
ち
米
を
何
回
も

つ
い
て
い
く
と
お
い
し
そ
う
な
餅
が

出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
黒
肥
地
地
区
婦
人
会
の

方
々
か
ら
は
、
餅
の
丸
め
方
や
あ
ん

こ
の
詰
め
方
、
野
菜
の
切
り
方
な
ど

を
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
温
か
い

豚
汁
を
一
緒
に
作
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

最
後
は
、
参
加
者
全
員
で
出
来
た

て
の
餅
と
豚
汁
を
お
い
し
く
い
た
だ

き
ま
し
た
。

黒肥地婦人会と餅つき交流会
　

12
月
18
日
、
多
良
木
町
消
防
団

（
森
下
孝
幸
団
長
）
は
、
熊
本
県
消

防
協
会
か
ら
「
技
能
を
練
磨
し
施
設

を
整
備
し
多
年
に
わ
た
り
抜
群
の
成

績
を
堅
持
し
消
防
団
の
亀
鑑
で
あ

る
」
と
し
て
最
高
位
の
「
ま
と
い
」

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
平
成
25
年
度
に
消
防
庁

長
官
表
彰
旗
、
平
成
26
年
度
に
は
、

日
本
消
防
協
会
会
長
表
彰
旗
を
受
賞

す
る
な
ど
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今

回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

森
下
団
長
は
「
日
ご
ろ
の
消
防
団

員
の
活
動
と
と
も
に
、
住
民
の
協
力

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
受
賞
で
き
ま
し

た
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

最高栄誉賞「まとい」を受賞

　

12
月
20
日
、
第
63
回
球
磨
一
周
市
町
村
対
抗

熊
日
駅
伝
大
会
が
人
吉
城
跡
ふ
る
さ
と
歴
史
の

広
場
を
ス
タ
ー
ト
、
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
と
す
る
、

８
区
間
全
長
52
・
95
㎞
の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、

多
良
木
町
か
ら
の
３
チ
ー
ム
を
含
む
21
チ
ー
ム

が
出
場
し
ま
し
た
。

　

多
良
木
町
Ａ
チ
ー
ム
は
４
位
と
昨
年
と
同
位

と
な
り
ま
し
た
が
、
Ａ
チ
ー
ム
で
６
区
を
走
っ

た
岩
浪
幸
さ
ん
が
区
間
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

選
手
、
監
督
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。

　

大
会
成
績
、
出
場
選
手
な
ど
は
次
の
と
お
り

で
す
。

１
位　

錦
町
Ａ

２
位　

あ
さ
ぎ
り
町
Ａ

３
位　

人
吉
市
Ａ

４
位　

多
良
木
町
Ａ

第63回球磨一周市町村対抗熊日駅伝大会

多良木町Ａ
作田　仁
多良木町Ｂ
椎葉哲哉

多良木町Ｃ
高松克彦

記録

３時間２分20秒

３時間21分58秒

３時間34分33秒

源島　正護
30分20秒

チーム名
監督名

１区
8,750ｍ

２区
4,350ｍ

３区
5,880ｍ

４区
7,700ｍ

５区
6,970ｍ

中村　拓己
33分24秒
松村　拓郎
41分50秒

鶴田　舞杜
15分4秒

村山 聖太朗
15分46秒
黒木　浩祐
16分21秒

高椋　健治
20分56秒

田﨑　晃貴
22分32秒
倉岡　秀幸
24分０秒

和泉 誠史郎
27分１秒

上原　晃弘
28分25秒
久保田 幸二
30分２秒

田崎 俊一郎
25分９秒

佐々木 邦人
25分41秒
矢立 敬二郎
27分０秒

岩浪　幸
７分34秒

那須　雅
８分34秒
東　稲穂
８分45秒

６区
2,300ｍ

７区
7,570ｍ

８区
9,430ｍ

作田　智宏
25分11秒

椎葉　哲哉
31分57秒
田﨑　瑞貴
28分59秒

野島　靖徳
31分５秒

田上　卓
35分39秒
吉永　護
37分36秒
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防災無線は常に電源を入れておきましょう

　

１
月
４
日
、
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
平
成
28
年
多
良
木
町
成
人
式
が
開
催

さ
れ
、
新
成
人
者
（
対
象
者
１
２
４
人
、
出

席
者
　

人
）
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
ス
ー
ツ
姿
の
男
性
成
人
者
と
、

振
袖
姿
の
女
性
成
人
者
が
集
い
華
や
い
だ
雰

囲
気
の
中
、
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
福
屋
堅
一
朗
さ
ん
と
馬
場
綾
未

さ
ん
の
司
会
で
進
行
さ
れ
、
成
人
の
日
運
営

委
員
長
の
柳
川
賢
美
さ
ん
の
開
式
の
辞
で
始

ま
り
、
赤
池
彩
香
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
に
よ

る
国
家
斉
唱
の
あ
と
、
町
長
の
式
辞
が
あ
り
、

続
い
て
新
成
人
者
代
表
の
吉
田
夏
起
さ
ん
へ

町
か
ら
記
念
品
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
村
山
昇
町
議
会
議
長
、
尾
方
愼

二
区
長
自
治
会
長
の
来
賓
式
辞
、
中
学
校
担

任
の
越
替
正
典
先
生
か
ら
の
祝
辞
に
続
き
、

米
満
達
治
さ
ん
が
誓
い
の
言
葉
を
、
久
保
田

樹
さ
ん
と
赤
池
優
さ
ん
が
新
成
人
の
主
張
を
、

そ
し
て
小
田
晴
生
さ
ん
が
交
通
安
全
宣
言
を

そ
れ
ぞ
れ
行
い
ま
し
た
。

　

発
表
者
表
彰
の
後
、
多
良
木
町
消
防
音
楽

隊
に
よ
る
お
祝
い
の
演
奏
が
あ
り
、
青
年
団

長
の
瀧
森
脩
平
さ
ん
に
よ
る
青
年
団
員
の
募

集
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
は
味
岡
和
國
商
工
会
長
に
よ
る
万
歳

三
唱
、
成
人
の
日
運
営
副
委
員
長
の
新
堀
茜

さ
ん
の
閉
会
の
辞
を
も
っ
て
式
典
は
終
了
し

ま
し
た
。

、、、、、、、

防災無線は常に電源を入れておきましょう
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１
月
７
日
、
多
目
的
総
合
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
多
良
木

町
消
防
団
出
初
め
式
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

多
く
の
来
賓
を
迎
え
て
行
わ

れ
た
式
典
は
、
消
防
団
の
分
列

行
進
で
始
ま
り
、
杉
野
博
昭
消

防
副
団
長
の
総
指
揮
者
宣
言
、

副
町
長
の
開
式
の
辞
、
町
長
の

式
辞
、
森
下
孝
幸
消
防
団
長
の

訓
辞
と
続
き
、
消
防
団
員
表
彰

の
後
、
第
１
保
育
所
幼
年
消
防

ク
ラ
ブ
に
よ
る
通
常
点
検
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
放
水
競
技

が
行
わ
れ
風
が
強
い
中
、
小
型

ポ
ン
プ
の
部
で
４
分
団
１
部
が

優
勝
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
放
水
競
技
の
成
績
と

各
団
員
表
彰
は
次
の
と
お
り
で

す
。

消
防
団
員
被
表
彰
者
（
敬
称
略
）

■
熊
本
県
知
事
25
年
表
彰

【
功
労
章
】

小
川
　

広
文
　
　

落
合
　

英
一

奈
須
　

英
樹

■
熊
本
県
消
防
協
会
長
表
彰

【
功
績
章
20
年
】

執
柄
　

健
一
　
　

那
須
　

政
人

松
﨑
　

潤
　
　
　

永
野
　

誠

菱
谷
　

慶
　
　
　

穐
岡
陽
次
郎

尾
方
　

裕
也
　
　

西
　
　

英
幸

恒
松
　

武
将
　
　

中
村
　

清
一

江
藤
　

一
生
　
　

栃
原
　

誠

源
島
　

伸
久
　
　

中
村
　

大
悟

永
野
　

悟
　
　
　

吉
田
　

悟

山
村
　

忍
　
　
　

福
屋
　

博
喜

【
勤
績
章
15
年
】

上
村
祐
一
郎
　
　

松
岡
　

修
平

吉
田
　

功
二
　
　

武
藤
　

公
一

白
川
　

公
司
　
　

田
中
　

秀
一

髙
野
　

聡
宏
　
　

川
島
　

文
敏

槻
木
　

寿
宏
　
　

皆
越
　

智
和

愛
甲
　

賢
治
　
　

竹
中
　

忍

松
下
　

裕
一
　
　

上
原
　

輝
利

助　

龍
星
　
　

犬
童
　

則
明
　

■
町
長
表
彰

【
特
別
功
労
章
】

福
屋
　

博
喜
　
　

赤
池
　

清
德

佐
々
木
邦
人
　
　

矢
立
　

正
也

川
口
　

英
之
　
　

吉
村
　

治

【
功
労
賞
25
年
】

小
川
　

広
文
　
　

落
合
　

英
一

奈
須
　

英
樹

【
功
労
賞
20
年
】

永
野
　

誠
　
　
　

菱
谷
　

慶

穐
岡
　

陽
次
郎
　

尾
方
　

裕
也

西
　
　

英
幸
　
　

恒
松
　

武
将

中
村
　

清
一
　
　

江
藤
　

一
生

栃
原
　

誠
　
　
　

源
島
　

伸
久

中
村
　

大
悟
　
　

永
野
　

悟

吉
田
　

悟
　
　
　

山
村
　

忍

【
功
績
章
20
年
】

執
柄
　

健
一
　
　

那
須
　

政
人

松
﨑
　

潤

【
功
績
章
15
年
】

上
村
　

祐
一
郎
　

松
岡
　

修
平

吉
田
　

功
二
　
　

武
藤
　

公
一

白
川
　

公
司
　
　

田
中
　

秀
一

髙
野
　

聡
宏
　
　

川
島
　

文
敏

槻
木
　

寿
宏
　
　

皆
越
　

智
和

愛
甲
　

賢
治
　
　

竹
中
　

忍

松
下
　

裕
一
　
　

上
原
　

輝
利

助　

龍
星
　
　

犬
童
　

則
明

■
団
長
表
彰

【
勤
績
章
10
年
】

小
出
堅
太
郎
　
　

佐
藤
　

光

中
村
　

大
作
　
　

光
永
真
太
郎

久
保
田
秀
樹
　
　

石
崎
　

宏
行

藏　

一
人
　
　

志
方
　

晃

桑
原
　

大
輔
　
　

小
佐
井
識
裕

源
嶋
　

大　
　

犬
童
　

直
行

山
田
　

昌
洋
　
　

管
野
　

元
則

田
山
　

彰
一
　
　

森
山
　

優
大

尾
方
　

智
　
　
　

中
野
　

正
直

松
下
　

博
之
　
　

中
村
　

勇
亀

【
小
型
ポ
ン
プ
の
部
】

　

優
勝
　

４
分
団
１
部

　

２
位
　

４
分
団
２
部

　

３
位
　

２
分
団
１
部

【
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
】

　

優
勝
　

１
分
団
１
部

【
総
合
優
勝
】

　

４
分
団

多良木町消防団出初め式多良木町消防団出初め式
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　本校では、一昨年度から「コミュニティ・スクール」として、「地域とともに子どもを育てる」環境づく
りを推進してまいりました。３年目をむかえた今年度は、文科省指定校として、多くの地域の方々の協力を
得ながら、さらに充実した教育活動を行うことができました。これからも、ご理解・ご協力をよろしくお願
いします。

　多良木中学校では、５つの役割のコミュニティを設置し、教育活動を展開しています。町民のどなたも、
各コミュニティで教育活動に参加していただけます。また、子どもも学校をとび出し、地域で学び、地域の
一員として社会に貢献していきたいと活動しています。

防災無線は常に電源を入

平成27年度　文科省版平成27年度　文科省版平成27年度　文科省版平成27年度　文科省版平成27年度　文科省版

多良木中学校コミュニティ・スクール多良木中学校コミュニティ・スクール多良木中学校コミュニティ・スクール

　本校では、一昨年度から「コミュニティ・スクール」として、「地域とともに子どもを育てる」環境づく
りを推進してまいりました ３年目をむかえた今年度は 文科省指定校として 多くの地域の方々の協力を

～多良木町に誇りと夢を持ち、がんばる子どもたちの応援団～～多良木町に誇りと夢を持ち、がんばる子どもたちの応援団～～多良木町に誇りと夢を持ち、がんばる子どもたちの応援団～

多良木町立多良木中学校　コミュニティ・スクール広報担当

コミュニティ・スクールとはコミュニティ・スクールとはコミュニティ・スクールとは

　コミュニティ・スクールとは、地域と学校で協働して
教育活動にあたることです。地域とともに子どもを育
てることで、「知の充実」・「社会性の育成」・「教育環境の
整備」を目指しています。
　また、地域の方々が愛情や情熱をもって子どもたち
に関わっていくことを通して、子どもたちが、多良木
町に誇りを持ち、夢を持ってがんばることができるよ
う応援していきます。

→「学力向上」「たくましく
生きる力の育成」
→「自らすすんで社会に貢
献しようとする生徒の育成」
→「集中して活動できる環
境づくり」

知の充実

社会性の育成

教育環境の整備

地域文化コミュニティ地域文化コミュニティ地域文化コミュニティ
多良木の歴史・文化に詳しい方々など

「多良木に誇りを持ってほしい」

体験活動コミュニティ体験活動コミュニティ体験活動コミュニティ
多良木の事業所など

「色々な体験をして夢をみつけてほしい」

安全コミュニティ安全コミュニティ安全コミュニティ

多良木にお住まいの方々
子どもをもつ方々など
「安全な町をつくりたい」

環境美化コミュニティ環境美化コミュニティ環境美化コミュニティ

多良木にお住まいの方々など
「きれいな学校で学んでほしい」

「掃除を通して優しい心を育ててほしい」

教科等支援コミュニティ教科等支援コミュニティ教科等支援コミュニティ

専門的な技術・知識をお持ちの方々など
「多良木の未来を支えるたくましい

子どもに育ってほしい」

校内ではできない
体験をさせてほしい

きれいで集中できる
環境で学びたい

授業の中で色々な
ことを教えてほしい事故にあわずに

登下校がしたい

多良木にのこる文化
を受けついでいきたい

多良木にのこる文化
を学びたい

お世話になっている場所
をきれいにしたい

学校
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多良木中学校　Ｈ２７　今年度のこれまでの活動多良木中学校　Ｈ２７　今年度のこれまでの活動多良木中学校　Ｈ２７　今年度のこれまでの活動

４月

５月

６月

７月

８月

○入学式　　○対面式　　○見知り遠足　　○交通安全教室

○体育大会　　　○集団宿泊(１年生)

○生徒総会

○校内美化作業
○職場体験学習(２年生)
○地域体験学習(１年生)
○青年団による学習会

【入学式】

【体育大会】

【環境美化コミュニティ】
　校内美化作業
夏休みの親子美化作業にあわせて、
地域の方々にもご参加いただきました。

【体験学習コミュニティ】
職場体験学習

町内のさまざまな事業所で、はたらくことの意義
や、相手を思いやることの大切さを学びました。

【地域文化コミュニティ】
地域体験学習

青蓮寺や庚申塔など、多良木町にのこる歴史や
文化・遺産について、観光案内人協会の
みなさまのご指導のもと学習しました。

【教科等支援コミュニティ】
青年団による学習会
夏休みの宿題などを、青年団
の方々に、アドバイスをもらい

ながら進めることが
できました。
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９月

　

10月

　

11月

○傾聴ボランティア養成講座(３年生)　　　○英語暗唱大会　　　○修学旅行(２年生)

○いきいきサロン交流会(３年生)　　○クリーン大作戦(２年生)
○調理実習(２年生)　　　○合唱コンクール

　
○保育実習(３年生)　　○文化祭　　○クリーン大作戦(１年生)

【合唱コンクール】

（2年生）

（１年生）

【文化祭】

【教科等支援コミュニティ】
傾聴ボランティア養成講座
福祉についての学習の一環とし
て、講師のお話を聞きました。

【教科等支援コミュニティ】
いきいきサロン交流会
福祉についての学習の中で、
各地区のお年寄りの方々と
交流しました。

【教科等支援コミュニティ】
調理実習

家庭科の授業で、ヘルスメイトの方々に、
包丁の扱いなどを教えていただきました。

【環境美化＆体験活動コミュニティ】
クリーン大作戦

ふだんお世話になっている感謝の気持ちを
こめて、地区の方々と一緒に、えびす神社や

王宮神社周辺をそうじしました。

　 【教科等支援コミュニティ】
　　　　　　　　　　保育実習
　　　　　　　　家庭科の授業の中
　　　　　　　　で、保育所へ訪問し、
　　　　　　　　幼児教育を学び
　　　　　　　　ました。
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校区全体において、子ども
たちを見守り、安全に登下
校できる安心・安全な校区
づくりを目指します。

草花の手入れや清掃活動により、うるおいの
ある教育環境の整備に努める
ことで、環境に対する意識
を高め、思いやりの心を
育てます。

各コミュニティで活動されている代表の方から各コミュニティで活動されている代表の方から各コミュニティで活動されている代表の方から

安全コミュニティ安全コミュニティ安全コミュニティ 環境美化コミュニティ環境美化コミュニティ環境美化コミュニティ

その他

の活動

【お祭りへの出演】【サイテク祭出展】

　【安全コミュニティ】
登下校指導
横断歩道の見守りや挨拶運動など、
保護者や地域の方々に、子どもたちへ
の声かけをしていただいています。

地域から
　学校へ、学校
　　　から地域へ。

多良木町立多良木中学校(担当：上村)　４２－２０２４

ご提案・ご要望がありましたら、ぜひお知らせください。

代表　斉藤哲男さん 代表　長田勝幸さん

地域でのさまざまな体験活動を通して、地域を
知るとともに、社会の一員
としての役割を自覚し、自
ら進んで社会に貢献でき
る生徒の育成を目指して
います。

地域のみなさんの専門的な知識や技能を授業等
に活用し、学習への興味・関心を高め、学力向
上を目指しています。また、
地域のみなさんが授業に
参画することで、地域と
生徒との関わりが強くな
ることも目指しています。

体験活動コミュニティ体験活動コミュニティ体験活動コミュニティ 教科等支援コミュニティ教科等支援コミュニティ教科等支援コミュニティ

代表　竹下保正さん
代表　田山行良さん

郷土に残る地域文化を継承し、校区の有形・無
形の文化について学ぶことに
より、地域や人との関わり
を大切にし、郷土を愛し、
郷土に誇りを持つ生徒を
育てます。

地域文化コミュニティ地域文化コミュニティ地域文化コミュニティ

代表　蓑茂義量さん

地域と学校との関わりがさらに
深くなりますよう、保護者・地域の

方々のご理解・ご協力を
よろしくお願いします。
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槻木アンテナショップ

多良木高校生と共同作業

集落支援員活動報告№21

　11月14日、福岡市博多区吉塚商店街にて、農産品の

販売をしてきました。現在は、福岡にお住まいで多良

木町の出身の方が来てくださいました。「来月もよろ

しくね」と声をかけてもらいました。とてもうれしか

ったです。

　11月24日、多良木高校の体育、福祉コースの３年生

の皆さんと花壇の整備作業を行いました。ほぼ全員の

生徒さんが、槻木に来たのが初めてでした。共同作業

は、地域の皆さんにとって、景観がよくなるし、若い

方々と触れ合ういい機会になりました。多良木高校と

も存続して継続的な取組みになるといいなと思いまし

た。

　11月25日、槻木菅原神社例大祭にて、太鼓踊りに参

加しました。

　人前で踊るのは３回目です。今年は神社の境内の外

で踊りました。私を含めた新人の３人は、内容の濃い

練習ができました。それでも本番は緊張しました。来

年は今年よりも上達していたいです。

奉納　太鼓踊り

 （平成27年11月中旬～ 12月上旬）

１月16日　吉塚商店街農産品販売

1月中旬からの主なスケジュール

「木漏れ日」「木漏れ日」「木漏れ日」
～ このコーナーは、槻木のあちこちを紹介致します ～

　雲海もきれいであったこの日、あまりにも
綺麗な光景だったので、写真におさめました。

槻木あっ！チラッこちら
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インフルエンザの感染を防ぐポイントインフルエンザの感染を防ぐポイント

「手洗い」「マスク着用」「咳エチケット」

インフルエンザの感染を防ぐポイント

「手洗い」「マスク着用」「咳エチケット」

保健センターだより

◎インフルエンザの恐ろしさ
　インフルエンザと風邪は、のどの痛みや咳（せき）などよく似た症状があり
ますが、症状も流行の時期も違います。

　インフルエンザにかかっても、軽症で回復する人もいますが、中にはお子様ではまれに急性脳
症を、高齢者や免疫力の低下している人では肺炎を伴うなど、重症になることがあります。

◎インフルエンザにかかったら、どのくらいの期間外出を控えればよいか
　インフルエンザ発症前日から発症後３～７日間は鼻やのどからウイルスを排出するといわれて
います。そのためにウイルスを排出している間は、外出を控える必要があります。
　排出されるウイルス量は解熱とともに減少しますが、排出期間の長さには個人差があります。
咳やくしゃみ等の症状が続いている場合には、不織布製マスクを着用するなど、周りの人へうつ
さないよう配慮をしましょう。

◎正しい手洗い
　私たちは毎日、様々なものに触れていますが、それらに触れることにより、自分の手にもウイ
ルスが付着している可能性があります。
　ウイルスの体内侵入を防ぐために以下のことを心がけましょう
　・外出先から帰宅時や調理の前後、食事前、排泄後などこまめに手を洗う
　・ウイルスは石けんに弱いため、手洗いには石けんを使う
　石けんで洗い終わったら、十分に水で流し、清潔なタオルやペーパータオルでよく拭き取って
乾かします。

◎「咳のエチケット」について
・くしゃみが出る時は、ほかの人にうつさないためにマスクを着用しましょう。マスクを持って
　いない場合は、ティッシュなどで鼻と口を押さえ、ほかの人から顔をそむけて１ｍ以上離れま
　しょう。
・鼻汁・痰などを含んだティッシュはすぐにゴミ箱に捨てましょう。
・咳をしている人にマスクの着用をお願いしましょう。
※咳エチケット用のマスクは、薬局やコンビニエンスストアなどで市販されている不織布（ふしょ
　くふ）製マスクの使用がおすすめです。また、使用したマスクは責任を持って処分しましょう。
※マスクの装着は説明書をよく読んで、正しく着用しましょう。

厚生労働省の感染症相談窓口
インフルエンザを始めとした感染症の一般的予防方法、流行状況や予防接種の意義、
有効性、副反応などに関する国民の皆さまの疑問に的確に対応致します。
○電話番号　03－5276－9337
○受付日時　毎日9:00～17:00（土日祝日、年末年始を除く）

症　　状

流行の時期

インフルエンザ

38度以上の発熱
全身症状（頭痛、関節痛、筋肉痛など）
局所症状（のどの痛み、鼻水、くしゃみ、咳、など）
急激に発症

1月～2月がピーク
※4月、5月まで散発的に続くことも

風　　邪

発熱
局所症状（のどの痛み、鼻水、くしゃみ、咳、など）
比較的ゆっくり発症

年間を通じて。特に季節の変わり目や疲れて
いるときなど
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　出張年金相談会が人吉・球磨郡で、毎週３回開催されます。

　多良木町の開催日程は、約２週間に１回、水曜日となります。

①会場及び開催日　　多良木町役場

　○平成２８年２月１０日（水）　　○平成２８年３月　９日（水）

　○平成２８年２月２４日（水）　　○平成２８年３月２３日（水）

年金相談会の日程について

相談会スケジュール

２　　　　月

１
人吉

土金木水火月日
６２ ４

13８
人吉

９ 11
建国記念の日

2015
人吉

16 18

2723 25

３
錦

５
人吉

10
多良木

12
人吉

17
錦

19
人吉

24
多良木

26
人吉

７

14

21

28

22
人吉

29
人吉

３　　　　月

土金木水火月日
５３２

錦
１ ４

人吉

７
人吉

８ 10９
多良木

1211
人吉

14
人吉

15 16
錦

17 18
人吉

19

2221
振替休日

23
多良木

29

６

13

20
春分の日

27 28
人吉

30
錦

31

24 25
人吉

26

○多良木会場  多良木町役場

○錦会場  社会福祉協議会（温泉センター）    ○人吉会場　消費生活センター

年金相談会は完全予約制になっております。

相談を希望される場合は必ず３日前までに予約をお願いします！

【お問い合わせ先】　健康・保険課　保険年金係（直通）４２－１２５５

お手元に年金手帳をご準備下さい。

八代年金事務所予約担当へ
TEL0965－35－6123

自動音声案内に従って番号を押してください。

予約希望月日と相談内容をお伝え下さい。

お手元に年金手帳をご準備下さい。

市町村役場担当窓口を訪問

年金相談予約申し込み票にご記入下さい。

窓口に提出して、予約日時をご確認下さい。

お電話で 窓口で

ご予約の方法は二通り

②予約について

予約先　日本年金機構八代年金事務所　お客様相談室　電話（０９６５）３５－６１２３
◇予約枠10（月・水）①  9：00　②  9：40　③10：20　④11：00　⑤13：00　⑥13：40　⑦14：20
　　　　　　　　  ⑧15：00　⑨15：40　⑩16：20
◇予約枠７（金）　　①  9：40　②10：20　③11：00　④13：00　⑤13：40　⑥14：20　⑦15：00
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【お問い合わせ先】　
多良木町無料職業紹介所（多良木町役場企画観光課）TEL ４２－１２５７（直通）

業紹介所多良木町無料職業紹介所
求職・求人にご活用ください!!求職・求人にご活用ください!!求職・求人にご活用ください!!

　多良木町では、地元（就業場所が球磨・人吉内）の事業所が求める人材や移住定住するた
めの就職を希望する方々を対象に、求人・求職の紹介・あっせんを行う『多良木町無料職業
紹介所』を開設しております。求人および求職者の利便性の向上、事業所が必要とする労働
力の確保、雇用の安定に向け、求人情報の収集・求職者への求人情報の提供などの業務を行
います。是非、ご活用ください。

【求職者の方へ】
　多良木町に定住するための就職を希望される人が、職業につくことができるようサポート
します。

【求職のお申込みから就職までの流れ】
求職登録：窓口でご本人に所定の求職申込書を記入して求職の登録をして頂きます。
情報提供：町内回覧や電話、ホームページ、本庁舎１階の求人情報コーナーで求人情報を提
　　　　　供します。
紹　　介：ご希望にあった求人事業所を紹介します。
面　　接：当紹介所の発行する紹介状を提出して面接を受けていただきます。
採用決定：あなたの経験・技術・能力を存分に発揮してください。

【求人事業所の方へ】
　事業所の人材確保が円滑に実現できるようサポートいたします。

【求人のお申込みから採用までの流れ】
求人申込：所定の求人申込書を当紹介所へ提出いただきます。
相　　談：求人申込書の記入内容の確認や充足のためのご相談をさせて頂きます。
公　　開：町内回覧やホームページ、情報の掲示、登録者への情報提供で、ご希望に適した
　　　　　人の紹介に努めます。
紹　　介：求職者が当紹介所の発行する紹介状を持参いたします。
選　　考：採否通知書により結果を当紹介所あてにお送りください。

多良木町無料職業紹介所

求 職 者 求 人 者雇用契約

求職者登録 紹介・あっせん 求人申込
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　このたび、農業委員会法の改正に伴い、農業委員の公選制が廃止されました。また、これま
での農業委員に加えて、農地利用最適化推進委員が新設されることとなっております。
　そこで、町と農業委員会は、現農業委員の任期満了（平成28年３月31日まで）に伴い、農
業委員および農地利用最適化推進委員を募集します。
　農業に関する知識と将来を担っていただく熱意を持ち、農地の利用の最適化の推進などの農
業委員会の職務を適切に行うことができる人の推薦または応募をお待ちしております。推薦ま
たは応募についての方法などは次のとおりです。

１　農業委員会の役割
（１）農業委員は、農地法などの権限事務について審査及び決定を行います。具体的には、毎

月開催される総会に出席し、農地の売買・転用や賃貸借などの案件について審議していた
だきます。また、指名があれば総会前に事前調査を行います。

（２）農地利用最適化推進委員は、担当する地区において、担い手農家への農地の集積、耕作
放棄地の発生防止・解消などを行い、担当地域の農地の有効利用を図ります。また、総会
などに出席し、意見を述べていただく場合もあります。

　※委員名は違いますが、お互い連携し協力しあって農業委員会の業務に携わっていただきます。

２　推薦または応募を受ける委員の人数
（１）農業委員・・・10人　　（２）農地利用最適化推進委員・・・10人

３　委員任期および報酬
（１）任期・・・平成28年４月から平成31年３月までの３年間
（２）報酬・・・農業委員　　　　            年額344,000円
　　　　　　　　農地利用最適化推進委員　年額300,000円

４　推薦および応募方法
　推薦・応募用紙に必要事項を記入し、平成28年１月８日（金）から平成28年２月４日（木）ま
でに、多良木町農業委員会へ持参または郵送（２月４日消印有効）により提出してください。
なお用紙は農業委員会窓口、または多良木町ホームページより入手できます。

５　選考方法と結果
（１）農業委員・・・評価委員会にて推薦・応募内容を確認協議し、選考させていただきます。

結果については、平成28年３月議会終了後に通知します。
（２）農地利用最適化推進委員・・・農業委員会にて推薦・応募内容を確認協議し、選考させ

ていただきます。結果については、平成28年４月に通知します。

６　その他
（１）町ホームページおよび掲示板にて募集の状況を２階（中間の１月21日と最終２月５日）
　　公表します。
（２）次のいずれかに該当する場合、委員となることはできません。
　　・破産手続開始の決定を受けて復権を得ない者
　　・禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることなくるまで
　　　の者

農業委員および農地利⽤最適化
推進委員の募集について

【お問い合わせ先】　多良木町農業委員会事務局
　　　　　　　　　　〒868-0595　多良木町大字多良木1648番地
　　　　　　　　　　電話：42-1251　FAX：42-2293
　　　　　　　　　　E-mail：noui@town.taragi.lg.jp
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　固定資産として申告の義務がある償却資産の所有者は、地方税法第383条の規定によっ
て毎年１月１日現在の所有状況（種類・数量・取得価格等）を１月31日までに該当資産
の所在する市町村長に申告することが定められています。

　※平成28年度償却資産申告期限は、平成28年２月１日（月）です。
　　固定資産税の課税対象となる償却資産とは、土地及び家屋以外の事業用の資産（ただし、
電話加入権・漁業権・特許権その他の無形減価償却資産は除く)で、その減価償却額また
は減価償却費が法人税法または所得税法の規定による所得の計算上、損金または必要な経
費に算入されるものです。
 
　毎年、申告されている方には、申告書と資産種類別明細書（平成27年１月１日現在）
を送付しますので、その明細書をもとにして、平成27年中に減少および増加した償却資
産を申告してください。
　また、平成27年中に償却資産の増減がない場合でも備考欄に「変更なし」と記入して
必ず下記期日までに提出していただきますようお願いします。

　なお、初めて申告される方は税務課に申告用紙を用意しておりますので、全ての償却資
産の名称・取得年月日・価格（中古償却資産取得の場合は経過年数など）を調査のうえ、
印鑑持参で税務課までお越しください。

太陽光発電設備を経済産業省の認定を受けて取得された場合、要件を満たせば固定資産税
の課税標準の特例が適用され、当該設備の固定資産税の課税標準となるべき価格を３分の
２に軽減します（新たに固定資産税（償却資産）が課せられることとなった年度から３年
度分）。

※平成28年１月の社会保障・税番号制度の導入に伴い、償却資産申告書に新たに
マイナンバー（個人番号・法人番号）の記載欄が設けられました。個人の方は個人
番号を、法人にあっては法人番号を所定の記載欄に記載いただくようお願いします。
　また、個人番号を記載した申告書を提出いただく際には、番号法に定める本人確
認（番号確認および身元確認、代理申告の場合は、併せて代理権確認）を実施させ
ていただきます。法人番号を記載した申告書をご提出いただく場合、本人確認資料
の添付は不要です。

申告 義務があ 償却資産 所有者 地方税法第 条

平成28年度固定資産税に係る平成28年度固定資産税に係る
償却資産の申告について償却資産の申告について

平成28年度固定資産税に係る
償却資産の申告について

【お問い合わせ先】　多良木町役場　税務課　固定資産税係
　　　　　　　　　　電話：42-1254（直通）

※太陽光発電設備（土地設置型および屋根設置型など）についても申告する必要があります。

売電収入の有無にかかわらず、申告が必要となります。

個人事業主がその事業のために太陽光発電設備を設置した場合は、
売電収入の有無にかかわらず、申告が必要となります。

発電出力が 10キロワット以上の設備は、事業用の資産となります
ので、申告が必要となります。

設　　置　　者

法　　　　　人

個人（個人事業主）

個人（住　宅　用）

償却資産申告にはマイナンバーが必要です！
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　多良木町では、新たな担い手として都市部の意欲ある人を積極的に受け入れ、新たな視点や発想
をもとに、すばらしい自然・文化・人材を再発見し「健康で明るく、住みよい、誇りの持てるまち
づくり」を進めることを目的に、下記のとおり地域おこし協力隊員を募集します。
１　募 集 人 数　３人程度
２　応 募 資 格　（１）おおむね20歳以上40歳未満（性別は問いません）
　　　　　　　　（２）現在、３大都市圏内の都市地域もしくは一部条件不利地域、または政令指
　　　　　　　　　　　定都市に在住し、採用後、多良木町に生活の拠点を移し、住民登録を移動
　　　　　　　　　　　できる人。なお、すでに多良木町に住民登録のある人は対象外となります。
　　　　　　　　（３）普通自動車運転免許証（ＡＴ限定可）を有する人
　　　　　　　　（４）パソコンの一般的な操作ができる人
３　募 集 期 間　平成28年１月４日から２月１日まで（必着）
４　問い合わせ　多良木町役場企画観光課　電話：42-1257（直通）

　観光庁では、「学校休業日」（子ども）と「有給休暇」（大人）をマッチングさせる「家族の時間
づくりプロジェクト」の取り組みを進めています。今回は、家族の時間を創出するため、「イクメン」、
「イクボス」の育成などに取り組むＮＰＯ法人ファザーリング・ジャパンの創設者の安藤哲也さん
を講師にお迎えし、まずはワーク・ライフ・バランスの実現を図るうえでのポイントなどについて、
お話をいただきます。また、当日はタレントで、３児の母親でもある松村奈央さんを総合司会にお
迎えして、ワーク・ライフ・バランスの実現について、皆さんと一緒に考えていきたいと思います。
　本セミナーにご参加いただき、ワーク・ライフ・バランスを自分ごととして考え、仕事と生活の
ベストバランスを実現し家族の時間を創出することで、旅行や地域活動などに有効利用しましょう。
【日　　時】平成28年２月18日（木）　午後６時～（受付・入場）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午後７時　開演（参加無料）
【場　　所】人吉カルチャーパレス　小ホール
【テ ー マ】「働き方を考える仕事と生活のベストバランス（仮）」
　　　　　　午後７時から午後８時30分　講話（質疑・応答時間を含む）
【参加申込】人吉球磨広域行政組合ホームページ（http://hitoyoshikuma.com/）から
　　　　　　ダウンロードできます

ワーク・ライフ・バランスセミナーワーク・ライフ・バランスセミナーワーク・ライフ・バランスセミナー

平成28年度多良木町地域おこし協力隊員を募集します平成28年度多良木町地域おこし協力隊員を募集します平成28年度多良木町地域おこし協力隊員を募集します

地域おこし協力隊とは
都市地域から過疎地域などの条件不利地域に住民票を移動し、生活の拠点を移した者を、地方公共
団体が「地域おこし協力隊員」として委嘱するものです。隊員は、一定期間、地域に居住して、地
域ブランドや地場産品の開発・販売・ＰＲなどの地域おこし支援や、農林業への従事、住民の生活
支援などの「地域協力活動」を行いながら、その地域への定住・定着を図る取り組みです。

主　　　　催：家族の時間づくり連絡協議会（人吉球磨10市町村）
お問い合わせ：家族の時間づくり連絡協議会事務局　人吉球磨広域行政組合（総務課）
　　　　　　　電話：0966-23-3080　ＦＡＸ：0966-22-7255

Work「仕事ork「仕事」とLife「生活」ife「生活」の
Balance「調和」alance「調和」の実現に向けての実現に向けて
「働き方」を変えてみましょう!!「働き方」を変えてみましょう!!

Work「仕事」とLife「生活」の
Balance「調和」の実現に向けて
「働き方」を変えてみましょう!!



広報たらぎ2016．１21

多良木町教育委員会だより多良木町教育委員会だより

　11月22日に、第20回多良木町スポーツフェスティバル（多良木町体育協会主催）が開催され、各競
技で熱戦が繰り広げられました。各競技の成績は次のとおりです。
【ビーチボールバレー】　　　　　　　　　　　　　　　　　【グラウンド・ゴルフ】
・49歳以下男子　優勝　多良木11区　　　　　　　　　　　　 優勝　黒肥地7区Ｃ
　　　　　　　　２位　久米ビーチ同好会イクMen's　　　　  ２位　多良木6区の3Ａ
　　　　　　　　３位　多良木7区の１A　　　　　　　　　　３位　多良木3区の1Ｂ
・49歳以下女子　優勝　久米ビーチ同好会JS　B
　　　　　　　　２位　久米ビーチ同好会JS　A
・50歳以上男子　優勝　ハナミズキ
　　　　　　　　２位　スポーツ推進委員
　　　　　　　　３位　多良木７区の１B
・50歳以上女子　優勝　スクランブル
　　　　　　　　　　　　　　　　　【ゴルフ】※11月29日実施
　優勝　若山 哲志 さん
　２位　新堀 敏紘 さん
　３位　松本 明 さん

　「ほとけの里と相良の名宝展」では、４２日間の会期内に約９８００人の来
場者がありました。皆さまのご協力のおかげで、多くの方々に人吉球磨の歴史
と文化財の魅力を伝えることができたと思います。ありがとうございました。
【文化財防火訓練のお知らせ】
　来る１月２６日は『文化財防火デー』にあたります。文化財防火デーの設定は、昭和２４年１月２６日に、
現存する世界最古の木造建造物である法隆寺の金堂が炎上し、壁画が焼損したことを契機としております。
　文化財は貴重な国民的な財産であると共に、地域の宝でもあることを認識し、文化財愛護思想の高揚を図
るとともに文化財を火災・震災から守るため、防火訓練を実施します。
■日　　時　　平成２８年１月２４日（日）午後１２時３０分　雨天決行
■場　　所　　多良木町大字黒肥地「栖山観音堂」

日本遺産認定記念「ほとけの里と相良の名宝展」
ではお世話になりました

多良木町スポーツフェスティバル開催多良木町スポーツフェスティバル開催

　多良木町青少年育成会議（松下正壽会長）主催によるサイテク祭 2015

が12月６日、多良木町民体育館で開催されました。

　サイテク祭とはサイエンス（科学）とテクノロジー（科学技術）を組合せ

た造語で、多良木中学校をはじめ、人吉球磨管内の県立学校、専門学校

や県内外の大学や企業の協力の下、18のブースができあがりました。

　出展した学校や企業に訪れた子ども達はそれぞれのブースでお兄さん

やお姉さん達の説明に耳を傾け、工夫を凝ら

した実験やロボット操作体験に目を輝かせて

いました。

　来年も12月の第１日曜日に開催予定です

ので、皆さん楽しみにしていて下さい。

サイテク祭2015が開催されました

グラウンドゴルフ

ビーチボールバレー
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毎月１日・20日は、家畜防疫の日

のくらしカレンダーのくらしカレンダーのくらしカレンダーのくらしカレンダーのくらしカレンダー

期日 電話 休日当番薬局 （２月分）休日在宅医 （２月分）

■当番医の変更などがありますので、受診時は医療機関へご確認ください。

可燃ゴミ

今後とも、ゴミの分別・リサイクルの推進にご協力をお願いします。

『１・１・１００運動』にご協力を！
－ １日・１家庭・１００グラムのゴミ減量 －

平成２7年12月分

平成２7年度累計(Ｈ２7.４月～Ｈ２7.12月)（Ａ）

前年度の12月までの累計（Ｂ）

1,303,570kg

159,640㎏

1,242,150kg

61,420㎏（Ａ）－（Ｂ）

多良木町の人吉球磨クリーン
プラザへのゴミ搬入状況

多良木町から出たゴミの量（12月分）です! !

不燃ゴミ

79,430kg

14,200kg

80,420kg

△990kg
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町内リサイクル
・久米公民館
・武道館　　

町内リサイクル
・赤坂 ・里の城
・黒肥地公民館

えびすの湯休館日
図書館休館日

図書館休館日

図書館休館日

図書館休館日

図書館休館日

保 １歳２ヵ月児育児相談
６ヵ月児健診

保 ２歳児健診

保 あすなろ会（断酒会）

保 あすなろ会（断酒会）保 １歳児歯科検診
３歳児健診

赤ちゃんおはなしの時間
時間：10：30～11：00
場所：子育てわいわい広場

３ヵ月児健診保

町長交際費の支出状況（H27.12.1～12.31）

№ 件　　　名 金　額 支払先

１

2

3

4

多良木町民ゴルフ大会時
賞品代

スポーツ
ショップ前田

阿久根市産業祭時御樽 ㈲みなみ

公用年賀状代 多良木町
職員互助会

故新堀ルリ子氏
墓参時生花代 岩奥生花店

5,000円

8,742円

10,400円

500円

そのだ医院　湯前町

深水内科医院　錦町

公立多良木病院小児科　多良木町　

横山医院　多良木町　

酒瀬川内科　錦町　

人吉医療センター小児科　人吉市　

渡辺医院　多良木町

ほづみ皮膚科医院　錦町　

たかはし小児科内科医院　人吉市

宮原医院　多良木町

小川整形外科医院　錦町

やまむら医院　あさぎり町

仁田畑クリニック　多良木町

岩井クリニック　あさぎり町

増田クリニック小児科　人吉市

43-2063

38-3221

42-2560

42-2132

38-0050

22-2191

42-2541

26-5300

24-2222

42-2082

38-3455

45-0005

42-1123

49-2181

22-3570

7（日）

11（木）

14（日）

21（日）

28（日）

・多良木いちご薬局（42-6888）

・山口薬局（42-2123）

・犬童薬局（43-3903）

・つばめ薬局（25-2500）

―

・山口薬局ピーチ店（42-7712）

・エスエス堂きりん本町薬局（45-6330）

・ひご薬局多良木店（49-1011）

・百太郎薬局（28-8123）

■診療時間は、午前９時から午後５時までです。

建国記念の日
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Informa on 　

税
理
士
で
な
い
人
が
、
税
務
代
理
、

税
務
書
類
の
作
成
お
よ
び
税
務
相
談
の

税
理
士
業
務
を
行
う
こ
と
（
い
わ
ゆ
る

「
に
せ
税
理
士
」
行
為
）
は
、
税
理
士

法
で
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税

な
ら
び
に
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

の
確
定
申
告
書
や
決
算
書
な
ど
の
税
務

書
類
の
作
成
や
税
務
相
談
を
依
頼
す
る

場
合
は
、
税
理
士
で
あ
る
こ
と（「
税
理

士
証
票
」を
携
行
し
、「
税
理
士
会
員
章

（
バ
ッ
ジ
）」を
つ
け
て
い
ま
す
。）を
ご

確
認
の
う
え
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

「
に
せ
税
理
士
」
へ
相
談
す
る
こ
と

は
、
あ
な
た
自
身
に
不
測
の
損
害
を
与

え
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

詳
し
い
こ
と
は
、
人
吉
税
務
署
（
電

話
２
３-

２
３
１
１
　

※

自
動
音
声
案

内
）
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

日
々
の
生
活
の
な
か
で
の
不
安
や

困
り
ご
と
を
社
会
福
祉
協
議
会（
社
協
）

に
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

・
就
職
し
た
い
が
仕
事
が
見
つ
か
ら
な

い・
家
賃
を
滞
納
し
、
家
を
出
な
け
れ
ば

な
ら
な
い

・
家
計
の
や
り
く
り
が
う
ま
く
で
き
ず
、

生
活
費
が
足
り
な
い

・
家
に
引
き
こ
も
っ
て
い
る
家
族
が
い

る

　

な
ど
、
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
に
、

ま
ず
は
社
会
福
祉
協
議
会
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

一
人
一
人
の
状
況
に
合
わ
せ
た
支
援

内
容
を
考
え
、
専
門
の
機
関
・
団
体
と

連
携
し
て
、
解
決
に
向
け
た
支
援
を
行

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

多
良
木
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

電
話
：
４
２－

１
１
１
２

　

税
の
滞
納
処
分
の
一
環
と
し
て
、
差

し
押
さ
え
た
財
産
の
公
売
会
を
球
磨
地

域
合
同
で
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

【
日
時
】
平
成
28
年
１
月
30
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
開
場

【
場
所
】
錦
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

【
公
売
物
件
（
予
定
）
】

・
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
・
ゴ
ル
フ
道
具
一

　

式
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
　

な
ど

※

詳
細
に
つ
い
て
は
、
多
良
木
町
役
場

税
務
課
（
４
２-

１
２
５
４
）
へ
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

【
出
品
団
体
お
問
い
合
わ
せ
先
】

・
錦
町
役
場
税
務
課　

 

３
８－

１
１
１
４

・あ
さ
ぎ
り
町
役
場
税
務
課

　

４
５－

７
２
１
２

・
相
良
村
役
場
税
務
課 

３
５－

１
０
３
１

・
水
俣
市
役
所
税
務
課

０
９
６
６－

６
１－

１
６
３
０

　

冬
は
献
血
者
が
減
少
し
が
ち
で
輸
血

用
血
液
が
不
足
し
や
す
い
季
節
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
熊
本
県
で
は
１
月
か
ら

２
月
の
２
カ
月
間
、
成
人
式
を
迎
え
る

「
は
た
ち
」
の
若
者
を
中
心
に
広
く
県

民
の
皆
さ
ま
に
対
し
て
献
血
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

　

特
に
若
い
人
た
ち
で
献
血
を
し
た
こ

と
が
な
い
人
は
ぜ
ひ
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

み
ん
な
で
献
血
の
輪
を
広
げ
ま
し

ょ
う
。

４
０
０
ml
献
血
、
成
分
献
血
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
献
血
が
で
き
る
場
所
】

■
日
赤
プ
ラ
ザ
献
血
ル
ー
ム

　
熊
本
市
東
区
長
嶺
南
２
丁
目
１
番
１
号

　

（
血
液
セ
ン
タ
ー
内
）

　

電
話
：
０
９
６－

３
８
７－

６
７
２
７

■
下
通
り
献
血
ル
ー
ム

　
熊
本
市
中
央
区
下
通
１
丁
目
８
番
29
号

　

三
国
屋
２
階

　

電
話
：
０
９
６－

３
２
５－

９
２
１
８

に
せ
税
理
士
に
ご
注
意

生
活
困
窮
者
へ
の

支
援
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た

球
磨
地
域
合
同
公
売
会
が

開
催
さ
れ
ま
す

「
は
た
ち
の
献
血
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

〜
二
十
歳
が
救
う 

命
の
リ
レ
ー
〜

滞
納
は
許
し
ま
せ
ん
！

せ
】

会
福
祉
協
議
会
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Informa on
○
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）
採
用
試
験

【
受
験
資
格
】
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

者
（
中
卒
可
）

【
受
付
期
間
】
平
成
28
年
１
月
12
日

（
火
）～
平
成
28
年
２
月
２
日（
火
）

【
試
験
日
】
平
成
28
年
２
月
７
日

（
日
）

【
試
験
会
場
】

陸
上
自
衛
隊
　

健
軍
駐
屯
地

も
し
く
は
、

【
受
付
期
間
】
平
成
28
年
２
月
３
日

 

（
水
）～
平
成
28
年
２
月
23
日（
火
）

【
試
験
日
】
平
成
28
年
２
月
28
日（
日
）

【
試
験
会
場
】

陸
上
自
衛
隊
　

健
軍
駐
屯
地

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部

　

人
吉
地
域
事
務
所

　

電
話
：
２
２－

４
７
０
４

　

毎
年
４
月
１
日
に
登
録
さ
れ
て
い
る

軽
自
動
車
な
ど
の
納
税
義
務
者
へ
軽
自

動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

使
用
不
能
ま
た
は
、
す
で
に
存
在
し

な
い
軽
自
動
車
な
ど
に
つ
い
て
は
、
お

早
め
に
廃
車
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
多
良
木
町
役
場
で
手
続
き
す
る
車

両
】

バ
イ
ク（
１
２
５
㏄
以
下
の
も
の
）、
小

型
特
殊（
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
）

（
持
参
す
る
も
の
）ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

（
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
な
い
場
合
は

「
標
識
紛
失
届
」を
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
）、
印
鑑

【
軽
自
動
車
検
査
協
会
熊
本
事
務
所
ま

た
は
人
吉
球
磨
自
動
車
協
会
な
ど
で
手

続
き
す
る
車
両
】

軽
二
輪
、
小
型
二
輪
、
軽
自
動
車

（
持
参
す
る
も
の
）
詳
し
く
は
、
軽
自

動
車
検
査
協
会
熊
本
事
務
所
（
０
９
６

-

３
６
９-

５
９
７
９
）
ま
た
は
人
吉
球

磨
自
動
車
協
会
（
２
２-
２
２
１
５
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
で
は
、
①

建
設
工
事
、
②
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
お
よ
び
③
物
品
調
達
に
つ
い
て
、

平
成
27
・
28
年
度
の
指
名
願
の
追
加
受

付
を
次
の
期
間
に
行
い
ま
す
。

【
受
付
期
間
】

平
成
28
年
２
月
１
日（
月
）～
平
成
28

年
２
月
29
日（
月
）

※

土
日
祝
日
は
閉
館

※

郵
送
の
み
の
受
付
（
平
成
28
年
２
月

29
日
ま
で
の
消
印
有
効
）

　

詳
細
、
様
式
な
ど
に
つ
い
て
は
、
人

吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お
問
い

合
わ
せ
は
同
組
合
総
務
課
契
約
係
ま
で

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合

　

電
話
：
２
３－

３
０
８
０

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

http://w
w
w
.hitoyoshikum

a.
com

　

老
後
の
備
え
は
十
分
で
す
か
？
国
民

年
金
プ
ラ
ス
農
業
者
年
金
が
基
本
で
す
。

　

１
度
や
め
て
も
再
加
入
で
き
ま
す
。

試
算
だ
け
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

多
良
木
町
農
業
委
員
会
事
務
局

　

電
話
：
４
２－

１
２
５
１

自
衛
官
募
集
採
用
試
験

平
成
27
・
28
年
度

指
名
願
の
追
加
受
付
に
つ
い
て

使
用
不
能
軽
自
動
車
な
ど
は

早
め
の
廃
車
手
続
き
を

老
後
の
備
え
は
？

農
業
者
年
金
に

　
　

加
入
し
ま
し
ょ
う

※１　この試算は、通常加入で保険料月額２万円で加入し、65歳までの運用利回りが３％、65歳以降
　　  の予定利率が0.75％となった場合です。
※２　平均受給額は男性86.5歳、女性92.0歳で計算されています。
※３　80歳未満で死亡した場合は80歳まで受給できた金額を一時金として受け取れます。

加入年齢 納付期間 生涯納付額 平均受給額※2 運用利回り3％の場合（年額）

20歳
30歳
40歳
50歳

40年
30年
20年
10年

960万
720万
480万
240万

男性
1,918万
1,245万
722万
316万

女性
2,042万
1,325万
769万
336万

男性
89万
58万
34万
15万

女性
76万
49万
28万
12万

農業者年金に加入すれば　～年金の支給額の試算～
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Informa on

町のホットラインを開設しています

件　数

死者数

傷者数

熊  本  県  内
多良木署管内
多 良 木 町 内

熊  本  県  内
多良木署管内
多 良 木 町 内

熊  本  県  内
多良木署管内
多 良 木 町 内

平成27年　交通事故の発生状況
（　）内は対前年比　　　【12月末日現在】

6,641 
37 
13 

79 
0 
0 

8,533 
57 
21 

（－943）
（－13）
（－4）

（＋3）
（－4）
（－1）

（－1,117）
（±0）
（＋3）

総　 務 　課

企 画 観 光 課

環 境 整 備 課

教 育 振 興 課

議 会 事 務 局

健康・保険課

子ども対策課

町 民 福 祉 課

税　 務 　課

会　 計 　室

農　 林 　課

農 業 委 員 会

保健センター

給食センター

消費者相談窓口

（代　表）42-6111
（ＦＡＸ）42-2293

42-1257

42-1259

42-1266

42-1267

42-1265

42-1255

42-1262

42-1256

42-1254

42-1253

42-1252

42-1251

42-1100

42-2035

42-1268

各課直通電話

電話42-6111 （内線202または220）

　

消
防
法
（
昭
和
23
年
法
律
第
１
８
６

号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
標
記
試
験
が

次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

【
試
験
の
種
類
・
日
程
な
ど
】

（
試
験
の
種
類
）

　

甲
種
全
類
　

乙
種
全
類

（
試
験
日
）平
成
28
年
３
月
13
日（
日
）

（
願
書
受
付
期
間
）

・
書
面
申
請
　

平
成
28
年
１
月
18
日

　

（
月
）か
ら
27
日（
水
）

・
電
子
申
請
　

平
成
28
年
１
月
15
日

　

（
金
）か
ら
24
日（
日
）

（
試
験
地
）
　

熊
本
市

【
願
書
な
ど
の
配
置
場
所
】

　

受
験
願
書
・
試
験
案
内
な
ど
は
、
消

防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部
、

県
下
消
防
本
部
な
ど
に
配
置
し
て
い
ま

す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　

熊
本
県
支
部

　

電
話
：
０
９
６－

３
６
４－

５
０
０
５

　

「
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム

（
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
）」で
は
、
自
宅
や
オ
フ
ィ

ス
、
税
理
士
事
務
所
な
ど
か
ら
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、
国
税
に
関
す

る
各
種
手
続
き（
①
所
得
税（
お
よ
び
復

興
特
別
所
得
税
）、
法
人
税
・
地
方
法

人
税（
お
よ
び
復
興
特
別
法
人
税
）、
贈

与
税
、
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
、

酒
税
、
印
紙
税
の
申
告
、②
全
て
の
国

税
の
納
税
、③
納
税
証
明
書
の
交
付
請

求
お
よ
び
法
定
調
書
の
提
出
な
ど
の
申

請
・
届
出
な
ど
）が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
電
子
署
名
を
必
要
と
し
な
い

一
部
の
手
続
な
ど
（
納
税
、
メ
ッ
セ
ー

ジ
ボ
ッ
ク
ス
の
確
認
、
利
用
者
情
報
の

登
録
、
確
認
、
変
更
な
ど
）
に
つ
い
て

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
も
ご
利

用
に
な
れ
ま
す
。

　

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
開
始
の
手
続
、

受
付
時
間
、
パ
ソ
コ
ン
の
環
境
、
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
ソ
フ
ト
や
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
ソ
フ
ト

（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
）
の
操
作
方
法
、
よ
く
あ

る
質
問
な
ど
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
に
関
す
る
最

新
の
情
報
に
つ
い
て
お
し
ら
せ
し
て
い

ま
す
の
で
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

://w
w
w
.e-ta

x
.n
ta
.g
o
.jp

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

人
吉
税
務
署

　

電
話
：
２
３－

２
３
１
１

　

※

自
動
音
声
案
内

平
成
27
年
度
第
３
回

消
防
設
備
士
試
験
の
案
内

自
宅
か
ら
ネ
ッ
ト
が
便
利

申
告
・
納
税　
ｅ‐

Ｔ
ａ
ｘ

人のうごき （１月１日）
人口：１０，１６４人
  男  ：　４，７７３人
  女  ：　５，３９１人
出生　　３人　　死亡　　６人
転入　１５人　　転出　２９人
世帯数：３，８３６世帯

●住 民 税（普徴）：４期
●国民健康保険税：９期の納入月です

１月の
納　税



社協だより　

謹
ん
で
新
春
の
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
社
協
の
事
業
に
対
し

て
、
ご
協
力
と
ご
支
援
を
い
た
だ

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

社
協
は
「
誰
も
が
そ
の
人
ら
し

く
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指

し
て
事
業
展
開
し
て
い
ま
す
が
、

本
年
も
関
係
機
関
・
団
体
と
協
働

し
て
、
住
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に

地
域
福
祉
の
推
進
に
積
極
的
に
取

り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
併
せ

て
介
護
保
険
事
業
（
訪
問
介
護
・

訪
問
入
浴
介
護
・
通
所
介
護
・
居

　

次
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
の
た

め
に
と
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
皆
さ
ま
の
温
か
い
善
意
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
故

人
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

（
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

宮
　

原
　

ミ
　

ヨ

（
故
　

武
博
）久
９
区

川
　

邊
　

カ
ツ
子

（
故
　

イ
ソ
ヨ
）久
６
区

黒
　

木
　

ト
キ
エ

（
故
　

房
義
）黒
３
区

広報たらぎ2016．１　26

宅
介
護
支
援
）
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

に
努
め
、
利
用
者
さ
ま
に
満
足
い

た
だ
け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
か
ら
公
立
保
育
所

の
管
理
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
し
、

保
護
者
か
ら
信
頼
さ
れ
、
地
域
に

愛
さ
れ
る
保
育
所
を
目
指
し
て
運

営
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援

と
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。◎熊本県建築労働組合上球磨支部さまから、え

びす祭り会場の包丁研ぎコーナーでの益金

7,350円をご寄付いただきました。毎年あり

がとうございます。

◎昭和32年度多良木小学校卒業生古希同窓会の

皆さまから、35,333円をご寄付いただきまし

た。ありがとうございました。

◎多良木町農業委員会（谷口照幸会長）さまか

ら、農林商工祭のバザー益金23,389円をご寄

付いただきました。委員会の皆さんが遊休農

地で生産されたサツマイモや会長生産の栗を

焼いて販売されました。ありがとうございま

した。

◎黒肥地保育園の保護者会・職員の皆さまから

共同募金会に14,000円をご寄付いただきまし

た。毎年ありがとうございます。

　皆さまからのご寄付は、多良木町の地域福祉

活動に大切に使わせていただきます。皆さまの

あたたかいご支援に感謝いたします。

　

冷
え
込
み
が
厳
し
く
な

る
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
特

に
火
災
が
発
生
し
や
す
い

た
め
、
上
球
磨
消
防
署
の

協
力
を
得
て
訪
問
防
火
指

導
を
実
施
し
ま
し
た
。
ひ

と
り
暮
ら
し
や
高
齢
者
世

帯
の
皆
さ
ん
が
安
全
に
在

宅
生
活
を
送
れ
る
よ
う
防

火
に
つ
い
て
の
助
言
や
指

導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
う
な
ず
き
な
が

ら
真
剣
に
聞
か
れ
て
い
ま

し
た
。

社協では一人暮らしの高齢者や障がい

者で低所得世帯の方へ歳末助け合い事

業として、歳末助け合い支援金を贈呈

しています。

今年度は１６世帯の方が贈呈の対象と

なり、一世帯あたり８千円の支援金を

担当地区の民生委員さんの協力で年末

にお届けしました。

新
年
あ
け
ま
し
て

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご寄付へのお礼

高齢者宅の訪問防火指導

社協の歳末助け合い事業
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